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◆◇◆◇◆ 2455回例会 ◆◇◆◇◆

2017/11/24

司会　安江　 啓

「それでこそロータリー」　「もみじ」　斉唱

お客様 一般社団法人　八千代市観光賑わいセンター

　理事長　鈴木　康彦様

　理事、財務、文化・スポーツ担当　祖父江　晋様

　理事　高田　悦子様

◆◇◆◇◆◇ 会 長 挨 拶 ◇◆◇◆◇◆

会長　橋本　幹雄

「人事が事前に漏れるとはなんと云うことだ！一旦、

白紙に戻し再考せよ」常務の一言に、会社として初の

マンション建設と販売における先遣隊として内示を受

けていた、私の北海道転勤の辞令は幻と消えた。どこ

の会社にも訳知り顔で無責任に情報を漏らす「社内政

治家」的な輩が居るものです。サラリーマンにとって、

最大の関心事は人事であることは、昔も今も変わらな

いのではないか。常務の一言で、その後の私の人生が

変わった40年余も昔の苦い経験が、今も鮮明に脳裏に

よみがえる。組織にとって人事とはいったい何なのだ

ろうか。

　はじめに、人の集合体である「集団と組織」の違い

とは、いったい何なのだろうか。ある説によれば、そ

の答えは、「集団は人が集まっただけ」であり、「組織

は以下の３つの要素を満たす人の集まり」であるとの

ことでした。言い換えれば、これらの３つがそろって

始めて組織が成立すると云う理論構成です。

＜組織の３要素＞

・共通の目的をもっていること（組織目的）

・お互いに協力する意思をもっていること（貢献意欲）

・円滑なコミュニケーションが取れること（情報共有）

　一つの例として、横断歩道を渡っている人は集団な

のか？それとも組織なのか？横断歩道を渡っている人

や、信号待ちで横断歩道の前に並んでいる人たちには、

向こう側に渡ると云う共通の目的があるので、一見「組

織」と云えそうだが、目的を果たすために相互に協力

し合ったり、コミュニケーションをとる訳ではないの

で、「組織」ではない。

　では、野球チームはどうか？相手チームよりもでき

るだけ多くの点をとることを目的(勝利すること)とし

ている人たちの集まりであり、その目的のために相互

に協力して打ったり守ったりするのだから、野球チー

ムは「組織」と云える。

　つまり、目的を共有するだけでなく、お互いに協力

し合ったりして、そのためにコミュニケーションをと

らないといけない状況でないと、組織は成立しないも

のなのである。一人では達成が困難な目的や目標があ

り、集団で取り組めばより高い付加価値を提供できる

ときになってはじめて組織が必要になってくる。結論

として、高い付加価値を提供するために、貢献する意

欲がある人たちが円滑なコミュニケーションを行う集

団のことを「組織」と云っているようである。

　我が「ロータリークラブ」は、如何でしょうか？

ロータリークラブの目的は定款にある通り「奉仕を行

うことである」で、その実践のためにクラブ内やクラ

ブ間でお互いに協力し合っており、国内のみならず世

界中でコミュニケーションを取って（話し合いを行い

ながら）活動をしているのであるから、ロータリーク

ラブは上記の３要素を十分に満たす立派な「組織」と

云えるのである。

　組織がこれらの３要素によって組織として成立して

いるのだから、組織で起こる問題は大概の場合、この

３要素の機能不全が起因であると指摘できるとされ

る。例えば、１、目的が明確でないため何をすればい

いのか分らない。２、相互に力を合わせて目標を達成

しようと云うやる気(貢献意欲)がないため積極的に行

動しない。３、相互のコミュニケ―ション(意思の疎通)

が形成されておらず、命令系統の断絶や分・協業がう

まくいかず効率的な活動ができないばかりではなく、

相互間の不信を招く結果となる等が考えられる。
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　では、「組織にとって一番大切なものは何か？」

それは取りも直さず、組織を成立させている根本は人

であります。二人以上の人がいて初めて組織が成り

立っているのであるから、組織の良し悪しは究極のと

ころ人の配置、つまり「人事」と云うことに行き当た

ります。この人間社会において、いくら組織とは３要

素が十分条件だと云っても、肝心の人がいなければ成

り立たないのは、自明の理である。人は財産であるか

ら人財であり、単なる人材ではないのである。

　ロータリークラブはその組織図が示す通り、世界→

国内→地区(地域)→各クラブと系統化されております

が、ロータリーの会員が平等である通り、決して会社

組織のような上下関係ではないと私は思っておりま

す。これは、より質の高い付加価値を提供するための

組織形態であり、地区と各クラブの関係はどちらが上

とか下とかではないと云うことです。しかしながら、

地区とクラブとのコミュニケ―ション不足(思い違い)

による問題がしばしばあるように見受けられるので

す。私はこれら軋轢の原因が相互の不信を招かないか

危惧しております。人間の集まりであり、人間のやる

ことですから完璧であることなんてありませんが、伝

達方法が一方的であるのは如何なものでしょうか。

　「ロータリアンにはＮＯ(ノー )はない。あるのは、

ＹＥＳ(イエス)かハイである」と云われていますが、

これはお互いのコミュニケ―ション(意思の疎通)が円

滑に機能していることが前提条件でなければならいと

私は思っております。相手の要望に何でもＹＥＳと答

えるのは簡単で楽である。これに対してＮＯと答える

方が如何に体力がいることかを、もう一度真摯に考え

てみる必要があるのではないでしょうか。

※人の上に立つ人間は、たとえ自分より立場の上の者

から責められても、頭を下げてはいけない時がある。

それをどう切り抜けるかの才覚が、己の行く末の分か

れ道になる。修羅場を何度もくぐり抜けてきた男の言

葉には、説得力がある。

　各クラブはそれぞれの構成人員の中でより良い人間

関係を如何に築くか、そして、その１年１年を如何によ

り良くするかを考えて人事を行っております。組織の最

小セル（細胞）である各クラブの人事こそすべての基礎

（始まり）だと考えております。だから、自分のいるク

ラブの人事をないがしろにしてまで、言われるままに迎

合（対応）することを、私は由(良し)としません。

　「自由とは、自らを由（よし）とする」ことであり、

真の自由人とは、自らの価値観を元に行動することで

あり、最後は自らの拠り所を自分自身で考え抜いたこ

とにおくことである。

　残された人生もあまり長くないと思える年となり、

自らの意志で選んだ道を自分の足で歩いていく自由人

でありたいと思う今日この頃です。決して頑迷ではあ

りません、ただ、自分の心に素直に向き合いたいだけ

なのです。

◆◇◆◇◆◇　幹 事 報 告　◇◆◇◆◇◆

幹事　三井　啓久

・12月のロータリーレートは112円です。

・赤十字奉仕団バザーの協賛品をお持ち頂いた方は例

会終了後に幹事までお持ち下さい。

・地区大会記念ゴルフにご参加の方は12月４日ですの

でよろしくお願い致します。

・お手元に、やちよ「伝えさくら」まつりのチラシを

配布しましたのでご覧下さい。
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◆◇◆◇◆◇　お客様ご挨拶 ◇◆◇◆◇◆

� 一般社団法人　八千代市観光賑わいセンター　

理事長　鈴木　康彦様

　八千代市観光賑わいセンターは昨年の暮れに一般社

団法人として設立し、まだ全てが完備された訳ではあ

りません。八千代の中には沢山の観光の素材となるも

のがあります。それらを八千代の周辺、首都圏、ひい

ては全国、そして今回の企画では世界に発信して八千

代市を潤し、発展させていこうという意気込みで事業

を進めております。

　みなさんご存知かどうかわかりませんが、新川沿い

に4.6kmにわたって河津桜が植えられています。観光

庁と千葉県観光課に日本一ではないかと確認しました

ところ、千葉県の観光課からは八千代市の4.6kmの河

津桜並木はどこにもないとの回答が来ました。我々、

八千代市民は胸をはって自慢して頂ける事でございま

す。日本一のお墨付きは頂いておりませんが、最大級

の桜並木でございますので、皆さま是非自慢をして頂

きたいと思います。八千代の素晴らしい観光資源でご

ざいます。

今年３月に実施しましたさくらまつりは手探りで実

行しましたが、約２万人のお客様にお越し頂きました。

八千代市民だけでなく地方からも沢山の方が見物にみ

えました。来年は３月３日、４日に開催を予定して企画

準備をしております。八千代の桜は15年程前に市民の皆

さんが１万円ずつ出して植え込んだ桜です。ですから咲

くころになると、お孫さんをつれた方が、「これはおじ

いちゃんの桜だよ」と自慢なさっていると聞いています。

八千代の桜は人から人に思いが伝わっていく桜なので

はないかと思います。親から子へ、孫へ、そして友人、

知人に伝えていく、やちよ「伝えさくら」まつり、とい

う名称となりました。みなさんの思いを後世に伝えると

いう事を織り込んだものでございます。

　もう一つの売り物が、夜桜でございます。計画では

約１kmの距離をライトアップした夜桜を演出します。

これも日本一の長さでございます。

新川は波がたっておりませんので、川面に桜が映りと

ても素晴らしい光景でございます。当日は十五夜と十

六夜でございますので、まん丸の月が上がり幻想的な

景色を観る事ができます。

　つきましては、この趣旨をご理解頂き一口２万円の

協賛をお願いしたく思っております。資料にあります

通り、名物２千円分を返礼品と致します。そして協賛

頂いた会社様には思いをつづった提灯と幟を１本たて

ます。更に野点では今年の３月に摘んだ河津桜の花び

らでお茶をお出しします。

　このまつりを日本中に自慢できるものにしたいと

思っております。是非みなさまのご賛同を頂き、八千

代市民みんなで作り上げたまつりにしたいと思いま

す。どうぞよろしくお願い致します。
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◆◇◆◇◆◇　委員会報告　◇◆◇◆◇◆

ホストファミリー支援金贈呈

　田村　隆治会員

　奉仕プロジェクト委員会　統括委員長　朝戸　健夫

　12月10日開催のニューリバーロードレースに関して、

本日の例会終了後に打合せを行いますので、各奉仕委

員会のメンバーでお時間のある方はご参加下さい。

杉　晟会員

　先日シンガポールに行きました時、バナーを頂戴し

ました。正式な訪問ではなかったのですが、ご報告致

します。

　ユメ先生については、735,000円集まりました。八

千代ＲＣから39名、会員以外から３名、八千代中央Ｒ

Ｃから４名の46名です。２月中に５クラスで開催予定

でございます。どうもありがとうございました。

親睦活動委員会　委員長　鈴木　利雄

　12月21日のクリスマス家族会の出欠をお出し頂いて

いない方はお早めにご提出ください。

　12月１日の例会から会費を集金致しますのでよろし

くお願い致します。

托鉢

ロータリー財団委員会　委員長　中島　貞好

　先週お願いしましたが、本日ポリオプラスの托鉢を

お願いしたいと思います。

　41,000円集まりました。みなさまご協力ありがとう

ございました。
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◆◇◆◇◆◇　お 祝 い　◇◆◇◆◇◆

結婚記念日　：　鈴木　政次会員　鈴木　利雄会員

◆◇◆◇◆◇　例 会 行 事 ◇◆◇◆◇◆

ロータリー財団委員会

委員長　中島　貞好

テーマ：自動車業界と保険について

卓話者：中島　貞好会員

　私の会社は、成田街道の突き当りにあります、自動

車整備工場　株式会社ナカジマです。私が生まれた頃

はまだ牧場を経営しておりました。父は３輪自動車に

乗って、フランダースの犬に出てくる様なアルミの缶

に牛乳を入れて市場へと運んでいました。牧場の牛の

事は覚えていませんが、当時成田街道は砂利道で目の

前には自衛隊がありましたので戦車が走っていたのを

見た事があります。そして、ロバがパンを運んで販売

していました。蒸しパンがとてもおいしかった事を思

い出します。

　昭和30年にガソリンスタンドを始め、その頃、松戸

会員と一緒に父がプロパンの免許を取得しました。

　その後、昭和45年に自動車整備工場を始め、自動車

販売や自動車の鈑金等、事業を拡張いたしまして現在

に至っております。平成７年に規制緩和があり、車検

の点検項目が102項目から60項目に減りました。ブレー

キパッドやオイル関係などの消耗品については所有者

が管理する事が出来る様になりましたが専門家として

はこれらの１番危険な箇所を自己管理できる事を危惧

しており、プロに任せる事をお勧めします。

　当社は主に外車の鈑金をメインに行っています。こ

れには専門的な技術が必要です。この事によって他社

との差別化を目指しております。

自動車鈑金業の将来を考える

　鈑金屋の未来はどうか？

確かに自動運転や自動ブレーキの普及は交通事故の防

止に貢献するでしょう。いやそれ以前にドライバー人

口がそもそも減っているし、若者の車離れも言われて

久しい。

　つまり、鈑金屋の仕事の分母の数字は確実に減少傾

向となり、あとは同業者間で分子の奪い合です。

しかし「完全に仕事が無くなる」かどうかというと、

製造業に比べてその可能性は低いと思われます。なぜ

ならこれらの先鋭技術が社会から事故を根絶させるに

は、まだまだ世界規模、社会規模、土壌規模での整備

が必要だからです。自動ブレーキは出会い頭の衝突ま

では完全に対応出来ないし、カメラもセンサーも誤作

動や故障はあり得ます。自分の車が自動で停まっても、

相手の車がそうであるとは限りません。

　田舎に限らず、きちんと舗装されてない剥き出しデ

コボコの道路はまだまだ存在します。自動運転がコー

スをトレースする技術はどこまで対応しているのか？

　現存する車が全て自動運転･自動ブレーキ搭載車に

置き換わり、現存する全ての道路が自動運転対応に舗

装される──社会がそうなるまで、あと何年かかるの

でしょう。それまでは、自動車の衝突事故は無くなら

ないはずです。

　高性能高精度化が止まらない車の修理費は今後どん

どん跳ね上がり、一台ごとの仕事単価は、むしろ上昇

するのではないでしょうか。

　そして、ここからが本題なのですが、所謂「修理業」

は、「製造業」に比べるとまだまだロボットやＡＩに「完

全に仕事を持っていかれる」までには時間がかかるよ

うに思います。

　毎回「同じもの」を「同じ精度」で作ることはロボッ

トの得意分野ですが、「故障の修理」──それもコン

ピューターで診断･調整がある程度可能な「整備」の

方ではなく、無限のパターンが存在する衝突事故によ

る外観の物理的損傷の修理は、その業務に携わる人間

として未来の完全自動化を想像することが難しい。

もちろん、構成部品の樹脂化や精密機構のブラック

ボックス化により「鈑金」や「分解修理」が減ってほ

ぼ全てアッセンブリー交換になったり、供給パネルが
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全て塗装済みになったりと作業内容の大きな変革は想

像出来ます。AIやビッグデータは、損傷車両の３Dス

キャンによる正確な計測や作業指示書の作成などのソ

フト面において一役買ってくれそうに思います。しか

し毎回ランダムな損傷パターンで、ボルト１本まとも

に外せない状態もある実車を、これまた車毎に種類も

場所も違うジグで固定し、入力方向を考えながらア

タッチメントを変えたり方向を変えたりして引っ張っ

て、場合によっては新品の供給部品から必要な部分だ

けをスポットで外して取り出し、交換箇所に溶接する。

　これらの実作業を全自動でこなす設備となると、不

可能ではないとしても車一台丸々製造するレベルかそ

れ以上の規模になるはずです。

　「修理は高くつくから部品は全て新品交換！」「車はぶ

つけたら即廃車！」は、バブリーな時代ならいざ知らず

現実的ではありません。ならば修理業は無くならない。

　自動車鈑金はまだまだヒューマンパワーに頼らざる

をえない数少ない分野の１つであると信じています。

　とは言っても、分子の奪い合いに勝って生き残る鈑

金屋はおそらく多くはなく、設備も人も揃っている大

手の一人勝ちになるのは目に見えています。(本当の

意味での”職人”がそこにいるかどうかは別にして)�

　現在大手ディーラーでも深刻な整備士不足で、専門

学校などの整備士志望者も定員割れしているようで

す。となればキャパが縮小した大手の内製工場で捌き

きれない仕事が、再び町の職人の手に回される可能性

も？それまで生き残っている職人がどれだけいるだろ

うか？淘汰の末に首の皮一枚でもなんとか生き残れ

ば、そこに「残存者利益」が発生するのかもしれない。

〈メモ〉



■クラブ会報委員会
委員長：大中 宏道　副委員長：安宅 照男携  帯：０９０－３１３３－０８３９　ＴＥＬ：０４７－４８７－１０８５

ＦＡＸ：０４７－４８５－５５６７

■出席委員長 江口 茂勇

■例会日 金曜日 12:30 ～ 13:30
■例会場 パッソノヴィータ（〒276-0049 八千代市緑が丘１-１-１ 公園都市プラザ１Ｆ  FAX：047－450－0050）

TEL：047－459－5806

08

会員総数　　　　　　　　出席対象者 出　席 ％

11/24 51 47 43 91.4

君が代

君が代は

千代に八千代に

さざれ石の

巌となりて

苔の生すまで

 ピアノ伴奏：山口美樹

風間　　茂：中島会員卓話楽しみにしています。

小村　昌三：早退します。

松戸　英雄：先週休みました。

佐野　忠信：早退します。

◆◇◆◇ 友愛ＢＯＸ（\18,000） ◇◆◇◆

佐久間勇治：中島貞好会員卓話楽しみにしています。

田村　隆治：中島貞好会員卓話楽しみにしております。

上代　修二：遅刻です。

寺沢　一三：中島さん卓話よろしく。

稲山　雅治：中島貞好会員卓話楽しみにしております。

上代　修二：中島貞好会員卓話楽しみです。

三井　啓久：中島貞好さん卓話楽しみです。

鈴木　利雄：結婚記念日まだなのかもうなのか19年で

す。

中島　貞好：卓話がんばります！

中村　賢治：中島貞好さん卓話楽しみにしてます。

朝戸　健夫：中島さん卓話よろしくお願いします。

佐々木俊一：中島貞好会員卓話楽しみですが、早退さ

せて頂きます。

安宅　照男：中島財団委員長卓話がんばって下さい。

宮野　宗雄：中島貞好会員卓話楽しみにしております。

飯田　明彦：中島貞好会員頑張って下さい。

◆2017年12月のロータリーレート＝112円

◆◇◆◇ ニコニコＢＯＸ（\37,000）◇◆◇◆

鈴木　政次：結婚記念日です。50周年になります。

杉山　智基：賑わいセンター鈴木さん、そぶえさん、

高田さん、ようこそ。やちよ「伝えさく

ら」まつり、宜しくお願いします。

浅野　正幸：茂呂県議コンペで優勝してしまいました。

安江　　啓：中島会員卓話楽しみにしております。

古川　　洋：移動例会休みました。

浅野　正敏：中島貞好君ガンバレ！

杉　　　晟：中島貞好さん卓話楽しみです。

鈴木　利雄：中島貞好さん卓話楽しみにしています。

齊藤　昌宏：中島貞好会員卓話お願いします。

君塚　欣哉：中島さん卓話楽しみです。

菊川　秀明：中島さんの卓話を楽しみにしています。

及川　昭男：中島会員卓話楽しみです。

山﨑　克已：11/30(木) ～ 12/2(土)まで写真展を勝田

台文化センターで開催しています。

嶋田　陽一：休みが続いてしまいました。中島貞好会

員卓話楽しみにしています。

江頭　泰利：中島さん卓話楽しみにしています。

大中　宏道：中島会員卓話楽しみにしています。

福田　良博：中島会員卓話楽しみにしています。

江口　茂勇：中島貞好さん卓話楽しみにしています。

永田　勝久：卓話楽しみです。


